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はじめました

（於：じばさんTAJIMA 2F 多目的ホール）
豊岡×SDGs～未来のために”今”できること～6月22日（土）

持続可能な地域開発委員会

12:30～16:36

（於：じばさんTAJIMA 2F 第1交流センター）
6月第1例会6月14日（金）

総務委員会

18:30～21:28

▶8月第1例会
日　程 8月9日（金）
時　間 18:30～20:15
場　所 じばさんTAJIMA 2F
 第1交流センター

日　程 8月9日（金）
時　間 20:15～
場　所 じばさんTAJIMA 2F
 第1交流センター

▶臨時総会

　豊岡青年会議所唯一の対外事業を無事に終えることができました。思い返してみると密度の濃い数ヶ月があっという
間に過ぎていったと感じています。3人という少数での事業構築は一人ひとりの負担も大きいのも加え、地元高校生や関
西学院大学のゼミ生も参加する運びとなり、大人数を取りまとめながら事業へ向けたフィールドワークや合宿の計画作
りに苦労したことが思い返されます。そんな委員会の状況を理解していただけたことで、多くのLOMメンバーの協力が
有り少しずつ前へ進むことができました。事業当日も定員を超える来場者に来ていただき多くの市民にSDGsの仕組みを
伝えることができたのではないかと思います。そして豊岡にSDGsを根付かせるきっかけになれたのなら幸いです。
　今回の事業を通じて私自身多くの学びや気づきを得る機会となりました。委員長としての責任や自分以外を巻き込む
ことの難しさなど数え切れない程の今まで自分が経験したことのない体験がこの数ヶ月の間に詰め込まれていたと思
います。最後に今回の事業の構築段階からご協力いただきました諸先輩方、LOMメンバーに感謝申し上げます。ありがと
うございました。

（持続可能な地域開発委員長　高井　雅信）

　一糸乱れぬ設営のもと6月第1例会をじばさんTAJIMA2F第1交流センターにて開催いたしました。講師には但馬信用
金庫より川上晃弘氏をお招きし、「地域の可能性」と題し、我々の住み暮らすこの但馬地域で取り組まれている様々な地
域振興の取り組み事例を学ぶとともに今後の展望、またその熱い想いに触れる機会となりました。
　我々青年会議所が掲げる、明るい豊かな社会を築き上げるという志のもと、この地域のために何が出来るのかという
ことを考えさせられると同時に、我々がこの地域で率先して活動し多くの方々に共感を得ることが必要だと感じまし
た。本例会を通じ、メンバーはより地域に対しての想いを深めることができ、また意識の高揚が図れたと確信していま
す。一般社団法人豊岡青年会議所は一丸となって、今後益々この豊岡市を中心としたこの但馬地域の未来のために尽力
していくことをお誓い申し上げます。

（総務委員会委員長　谷原　寛）

　先日、同期の一人と食事をし、いつものように議論を
深めました。彼とは価値観も人生観もほぼ全てが違う、
私からすれば「異質」な存在です。そんな彼とはJCで出会
わなければ一生交わることも、食事をしながら議論を深
めることもなかったでしょう。
　新会員が主体となって行われた会員開発講座。新会員
の真剣に取り組む姿、芽生えゆく同期の絆を見て、メン
バーそれぞれに去来する思いがあったことでしょう。価
値観や人生観の違いを超えJC活動を通して生まれる多
くの“絆”。これこそが、他では得難い価値あることの一
つだと改めて感じました。

（総務委員会）
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川上氏による講演川上氏による講演

講演の様子講演の様子

髙岡理事長挨拶髙岡理事長挨拶

高井委員長挨拶高井委員長挨拶
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（於：じばさんTAJIMA ４階 経営研修室）
会員開発講座～勇猛邁進～

会員開発講座を終えて

6月9日（日）
会員開発委員会

18:00～20:59

　本年度、会員開発委員会では積極的かつ果敢に挑み続けるために、JAYCEEとしての基礎をしっかりと固めていただ
き、掲げた目標に向かい、勇ましく挑戦し続けるために何が必要なのかを考えた上で事業をさせていただきました。新会
員にはJCI公式３コースでありますAchieve・Impact・Adminを受講し、青年会議所としての土台作りから始め、JC活動に
は学ぶ機会はたくさんありますが、学んで終わりにならないよう学びや気づきをどう活かしていくかを考え、インプッ
トしたことを実際に自分の中に落とし込み自分自身のものにし、相手に伝えアウトプットすることで、新たな価値観が
得られることで自分自身の成長に繋がると思いました。新会員は個々の資質の向上はもちろんのこと事業構築の難しさ
や人との繋がりの大切さ再認識し、壁を乗り越えたときの達成感を糧にしていただき、今後更なる能動性をもちLOMの
柱となり活躍を期待するとともに全メンバー一人ひとりが機会をこなすだけでなく一つひとつの学びを成長に繋げる
ことで一般社団法人豊岡青年会議所の輝かしい未来へと邁進していきます。最後になりましたが会員開発講座にご参加
いただきましたメンバーの皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

（会員開発委員会委員長　飯田　雄樹）
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　会員開発講座を開催させていただくに
あたり、会員開発委員会メンバーと多く時
間を共にし、協議や意見交換を実施しまし
た。また、同期メンバーとは、本気で意見を
交わすことにより、絆は確実に深まったと
感じています。そして、全メンバーの皆様
にご支援をいただいた事により、講座を無
事に終えることができ、感謝の気持ちで
いっぱいです。会員開発講座により学んだ
青年会議所の基礎を念頭に、能動的に活動
していきたいと思います。

長谷阪　英之

　会員開発講座を終えて、やっと豊岡JCの
一員になれたと感じました。開催までの準
備の中で、LOMメンバーの皆様に支えてい
ただきながらでしたが、新会員が主とな
り、意見をぶつけ合いながら多くの時間を
共にし、新会員同士の友情を培うことがで
きました。この経験を次に繋げることが会
員開発講座をやった価値になりますので、
今後とも勇猛邁進していきます。ご参加・
ご支援いただきましたLOMメンバーの皆
様に感謝申し上げます。

早川　陽祐

　この度の会員開発講座は、自分にとって
JAYCEEとしての成長機会になったと思
います。理由は、本番に向けて同期5人で真
剣に議論する過程は、楽しさと同時に辛さ
も多い日々でしたが、講座の成功という共
通のゴールに向けてそれぞれがお互いの
意見を出し合っていく過程が何よりも刺
激になったからです。今後更なる成長をす
るためにも、前向きな気持ちを忘れず努力
します。この場を借りて、先輩方と同期の
皆様に改めて御礼申し上げます。

川嶋　祐紀

　今回の会員開発講座では、事業構築段階
から新会員を中心にどのような事業にし
たいか意見を出し合い、作り込みに臨みま
した。講座当日は新会員を中心に行いまし
たが、受講いただくメンバーの皆さまに少
しでも良い影響がある事業にしたいとい
う想いは、新会員のみならず委員会メン
バー全員の共通の想いでした。委員会メン
バー全員の想いが結実した素晴らしい事
業になったと思います。支えていただいた
メンバーに只々感謝いたします。

宿院　崇史

　会員開発講座を同期のメンバーと構築し
ていくにあたって、自ずとメンバーと過ご
す時間が多くなりました。みんなの意見を
出し合い事業をより良いものにしていこう
と喧々諤々と話し合いを重ねてきました。
その中でメンバーとの絆がより強くなった
のではないかと感じています。そして、
LOMのメンバーの皆様には多くの差し入
れや励ましの言葉をいただいて力になりま
した。ありがとうございました。また、これ
が豊岡青年会議所なんだと感じました。

川戸　義幸

講座の様子講座の様子

会員開発委員会会員開発委員会 新会員による講座新会員による講座 飯田委員長挨拶飯田委員長挨拶

髙岡理事長挨拶髙岡理事長挨拶


